
重要課題の達成に向けた 
平成24年度科学技術関係予算の重点化 

科学技術重要施策アクションプラン 

最
重
点 

重点施策パッケージ 

•最優先で取り組むべき課題を総合科学技術会議が概算要
求前に設定 

•関係府省による251件の提案から、課題の達成に向け最
重点で進めるべき150施策を具体化 

・分野別から課題達成型への転換 
・科学技術とイノベーションの一体的推進 

第4期科学技術基本計画 
（平成23年8月閣議決定） 

重
点 

•各省が推進しようとする課題達成に向けた施策パッケージ
を概算要求後に提案 

•科学技術政策担当大臣・有識者議員が重点化 
すべきパッケージを特定 

アクションプランで設定した政策課題 

災害から命・健康を守る 

災害から仕事を守り、創る 

災害から住まいを守り、造る 

災害からﾓﾉ、情報、ｴﾈﾙｷﾞｰの流れを確保し、創る 

先制医療（早期医療介入）の推進による発症率の低下 

がん、生活習慣病の合併症等の革新的な診断・治療法の 
開発による治癒率の向上等 

身体・臓器機能の代替・補完 

優れた医療技術の開発促進 

介護・自立支援 

世界トップレベルの基礎研究の強化 

独創的で多様な基礎研究の強化 

科学技術を担う人材の育成 

クリーンエネルギー供給の安定確保 
・技術革新による再生可能エネルギーの飛躍的拡大 

分散エネルギーシステムの拡充 
・革新的なエネルギー創出・蓄積技術の研究開発 
・エネルギーマネジメントのスマート化 

エネルギー利用の革新 
・技術革新による消費エネルギーの飛躍的削減 

社会インフラのグリーン化 
・地域特性に応じた自然共生型のまちづくり 

ライフイノベーション 

復興・再生並びに災害からの安全性向上 

基礎研究の振興及び人材育成の強化 

グリーンイノベーション 

科学技術関係予算の重点化について＜平成24年度に向けて＞ 平成24年度科学技術関係予算の重点化 
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アクションプランのねらいは、総合科学技術会議が最も

重要と考える施策の方向性を概算要求前に示すことに

より、府省間の壁を乗り越え、政府全体の科学技術関

係予算の重点化を誘導すること。 

第４期科学技術基本計画の特徴である「課題解決型」

のイノベーションの推進を後押しするもの。 

アクションプラン対象施策は、総合科学技術会議が最

も重要と考える「トッププライオリティ」の施策として位置

付け。 

科学技術関係予算の重点化について＜平成24年度に向けて＞ アクションプランのねらい 
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平成２３年 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

政
府
予
算
案 

概
算
要
求 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集 

関
係
府
省
政
務
会
合 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
対
象
施
策
の
特
定 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
り
ま
と
め 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
案
検
討 

関
係
府
省
か
ら
の
提
案 

対
象
施
策
と
り
ま
と
め 

7/21 
9月末 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
反
映 

6/29～7/8 

10/5 

11/24 

概
算
要
求
内
容
の
精
査
、 

府
省
間
連
携
の
検
証
・促
進 

第98回 
総合科学技術会議 
本会議 

7/29 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
対
象
施
策
の
精
査
結
果
公
表 

12/8 
12/24 

7/8 

当
面
の
科
学
技
術
政
策
の
運
営
に
つ
い
て 

 

5/2 

アクションプランの策定 アクションプラン対象施策の
具体化 

関
係
府
省
と
の
調
整 

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
よ
る
検
討 

（251施策） （150施策） 

有識者議員・外部専門家 

第100回 
総合科学技術会議 
本会議 報告 報告 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
案
作
成 

有識者議員・外部専門家 

科学技術関係予算の重点化について＜平成24年度に向けて＞ 平成24年度アクションプラン策定の経緯 
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４つの重点対象を設定 

復興・再生並びに 
災害からの安全性向上 

グリーンイノベーション 

ライフイノベーション 

基礎研究の振興及び 
人材育成の強化 

東日本大震災を 
踏まえた新たな 
柱として設定 

我が国の現状を 
踏まえて内容を 
見直し 

新たに追加 

東日本大震災からの復興・再生を遂げ、地域住
民がより安全に暮らせる社会の実現を目指す。 

東北地域の復興・再生をモデルとして、より安全、
かつ豊かで質の高い国民生活を実現する国を
目指す。 

自然と共生し持続可能な環境・エネルギー先進
国の実現を目指す。 

心身ともに健康で活力ある社会の実現を目指す。 

高齢者・障がい者が自立できる社会の実現を目
指す。 

世界共通の課題を克服し、豊かな国民生活を実
現し、科学技術を文化として育み、多様な人材を
育成確保する社会の実現を目指す。 

科学技術関係予算の重点化について＜平成24年度に向けて＞ 平成24年度アクションプランの内容 
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